
事業番号 23

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 救急医療支援センター運営事業
事業開始
年度

平成２１年度 作成責任者

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

予算補助
関係する計
画、通知等

救急医療対策事業実施要綱

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

休日・夜間において脳卒中や心筋梗塞及び小児等に関する診断（ＣＴ・ＭＲＩ等による画像診断や心電図の評価、治療
方針の決定等を指す。以下、「診断」という。）を行う専門医を確保し、地域の救急医療機関の診断・治療の支援を行う
救急医療支援センターを設置することにより、救急医療体制の充実を図る。

担当部局庁 医政局 担当課室
指導課　救急・周産期医療等対
策室

室長　中山　　鋼

会計区分 一般会計 上位政策 －

23年度要求

予算額(補正後） 109 109 109

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

「救急医療支援センター」として、小児科を含む専門医を休日・夜間に常駐させ、ＩＴネットワークを活用する等により、地
域の二次医療機関及び救命救急センターの診断・治療の支援を行う医療機関に対して財政支援を行う。

実施状況 平成２１年度実績：大阪府　１件

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行率 100.00%

執行額 109

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

事業終了後、補助事業者から提出された実績報告書に基づき、全ての経費について、支出先、使途をチェックしてい
る。
したがって、事業目的の実現や効果の観点からの検討は行われている。

見直しの
余地

21年度新規事業であり、満額執行しているところであるが、今後、システムの運用経費（コンピューター借料、回線使用
料、電話料、サーバーの借料及び使用料）の効率化等を踏まえ、所要経費については随時見直す。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

本事業の必要性、執行の観点からの評価としては、概ね妥当であるが、引き続き効率的な執行に努めること。

総事業費(執行ベース) 109

補
　
記



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

厚生労働省

１０９百万円

「救急医療支援センター」として、小児

科を含む専門医を休日・夜間に常駐さ

せ、ＩＴネットワークを活用する等により、

地域の二次医療機関及び救命救急セ

ンターの診断・治療の支援を行う医療

機関に対して財政支援を行う。

Ａ．大阪府

１０９百万円

【補助】

※定額

【補助】

Ｂ．大阪大学

１０９百万円

厚生労働省

１０９百万円

「救急医療支援センター」として、小児

科を含む専門医を休日・夜間に常駐さ

せ、ＩＴネットワークを活用する等により、

地域の二次医療機関及び救命救急セ

ンターの診断・治療の支援を行う医療

機関に対して財政支援を行う。

Ａ．大阪府

１０９百万円

【補助】

※定額

【補助】

Ｂ．大阪大学

１０９百万円



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.大阪府 E.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

補助金 救急医療支援センターに対する支
援

109

計 109 計 0

備品購入費 HDビデオ会議システム等購入費 45

B.大阪大学 F.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

役務費 システム設置・工事費等 19

人件費 給与 35

需用費 消耗品費 10

計 109 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0


